















1正会員博 (工)筑波大学助教システム情報系構造エネルギー工学域（〒 305-8573茨城県つくば市天王台 1-1-1）
E-mail: stanaka@kz.tsukuba.ac.jp



























































































 = g on  g (2)
ここで， g は流入境界 (u  n < 0となる境界)を表す．
また初期条件として，領域内での分布は以下のように
与えられる．
 = 0 on 
 (3)





































 = 0 (4)
















^ = c1 ; 0    c; (5)





































; c <   1 (10)





; a < c  1 (11)
ここで aは二層流体における一方の流体の密度 (式 (17)
















































[[w]](u )  n d  = 0 (13)





















素 eの図心位置の値 eと隣接する要素 1  3の図心位
置の値 (1; 2; 3) を用いて線形の関数 L4(x) を領域
i  iiiにおいて構築する．例えば，Li4(x)はそれぞれ
の点位置と e, 2, 3を用いた平面分布となる．これら
の関数 Le4(x), Li4(x), Lii4(x), Liii4(x) の勾配 rLe4(x),
rLi4(x),rLii4(x),rLiii4(x)を求め，その関数勾配の大
きなものから順に候補の関数L4(x)とし，要素 eのエッ
ジCA, BC, AB上の点 xCA, xBC, xABでオーバーシュー
ト，アンダーシュートが無いか確認する．
min(3; e)  L4(xCA)  max(3; e) (14)
min(2; e)  L4(xBC)  max(2; e) (15)




















る 2種類の流体を考える．下添字 1と 2を使って密度
と粘性係数を 1; 2 と 1; 2 とする．この 2種類の流
体が混ざった解析領域内において，密度と粘性係数を
場所の関数とする．すなわち，
 = 1 + (1  ) 2; (17)
 = 1 + (1  )2; (18)
ここで，は場所の関数である界面関数であり，1の流













+ u  ru  f

 r  (u; p) = 0 on 
 (19)




u = g on  g; (21)
  n = h on  h; (22)
ここで， g ,  h はディレクレ境界，ノイマン境界であ
る．初期条件として，流速の初期分布 u0は，非圧縮条











































+ u  ru  f
















w  h d ; (23)








































る．流速 uは，左右の各領域の中心座標 (xc; yc)を用




領域として計算する，つまり Domain Lと Domain Rは
計算領域としてはひとつだが物理的には分かれている
もの（以下，同時解析）の，2ケースで検討する．同時
図–7 CG法による VOF関数の分布の平面分布 (個別解析,Do-
main L：初期 (左上)，0.5周後 (右上)，1周後 (左下)，2
周後 (右下))
図–8 CG法による VOF関数の分布の平面分布 (個別解析,Do-






図–9 DG法による VOF関数の分布の平面分布 (個別解析,Do-
main L：初期 (左上)，0.5周後 (右上)，1周後 (左下)，2
周後 (右下))
図–10 DG法によるVOF関数の分布の平面分布 (個別解析,Do-




数の平面分布図を示す．図-7に CG法による Domain L
での結果を，図-8にCG法によるDomain Rでの結果を
示す．CG法による結果は，初期の角型の形状を保つこ

























R と Domain L での質量の総和は保存されているもの


























































図–16 CG法による自由表面形状 (上より T=0.3，0.4, 0.5, 0.6s)
いることになるが，数値モデルとしての計算領域はひ
とつの領域として取り扱う．解析メッシュは，Domain
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